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信者が 互いに 対し 持って いる 権利 


親愛なる ムス リムの 皆様。 イス ラームは、 
被 造 物の 中で 最も 誉れ 高い 存在で ある 人間に、 
大きな 重要性を おいてい ます。 そして それに 
応じた 責任を も 与えて おられる のです。 その 
責任の 一つが、 ムス リムの 兄弟に 対する 私た 
ちの つとめです。 預言者 ムハンマド （彼の 上 
に 祝福と 平安 あれ） は ある 聖ハ ディースで、 
次のように 仰せられて います。 「ムス リムは、 
ムス リムに 対し 五つの するべき ことを 持つ。 
それらは、 挨拶す る こと、 病気に なれば 見舞 
うこと、 葬儀の 礼拝に 参加す る こと、 招待を 
受ける こと、 そしてく 
しやみ をした 時に 『ヤ 
ル ハム ケツ ラー』 とい 
うこと である」 また 別 
の ハ デ イースでは、 

「あなた 方のう ち、 自 
分の ために 好み、 求め 
る ものを その 兄弟の た 
めに も 求めない 人は、 

真に 信仰を 持った とは 
いえない」 とおっ しや 
られ ています。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 集団で 生きる 
人間に とって、 相互 理解、 相互 援助、 支え あ 
い、 そして 分かち合いは 基本で あるべき です。 
崇高な 教え イス ラームは、 ムス リムが 一体化、 
助け合い、 分かち合いを 実現す る ことができ 
るよう、 信者たち は 兄弟で あると 宣言して い 
ます。 アツ ラー もク ルアー ン で、 「信者たち 
は 兄弟で ある。 だから あなたがたは 兄弟の 間 
の 融和を 図り、 アツ ラーを 畏れなさい。 必ず 
あなたがたは 慈悲に あずかる ので ある。」 
(部屋 章 第 10 節） と 命じて おられます。 預 
言 者 ムハンマドの、 兄弟愛 や 親友との 結びつ 
きに 害を 及ぼす 行動に ついての 警告は 非常に 
意味 深い ものです。 「互いを 妬んで はいけ な 
い。 互いに 対し 不機嫌であって はいけ ない。 
顔を 背け あっては いけない。 完了し ようとし 
ている 商取引を 妨げて はいけ ない。 アッ ラー 


の しもべた ちよ！ あなた 方は 兄弟と なりな さ 
い。 ムス リムは ムス リムの 兄弟で ある。 彼を 
苦しめて はいけ ない。 彼を 助ける ことなく 放 
置したり、 蔑視したり しては いけない。」 

親愛なる ムス リムの 皆様。 これらに おい 
て 見られる ように、 共に 生き、 生活 や 地域、 
職場、 モスクを 共有して いる 宗教 上の 兄弟た 
ちに 対する 私たちの つとめは、 イス ラームが 
注意 深く 取り扱って いる 一つの 事柄な のです。 
従って、 預言者 ムハンマドが 仰せられ たよう 

に、 自分たち のために 
求める ことを 兄弟たち 
のために も 求めな けれ 
ばなら ない のです。 だ 
から 全ての ムス リムに 
対し 笑顔で、 優しい 言 
葉を 持って 接するべき 
なのです。 よい ことを 
し、 接待し、 挨拶す る 
べきな のです。 喜び や 
悲しみを 分かち合わな 
ければ なりません。 さ 
らに 周囲の 人々 に 悲しみ や 苦しみを 与える よ 
うな 行動は 極力 さけるべき です。 一人の 人間 
として、 宗教 上の 兄弟たち に 対し 不足が あっ 
たり 不正を 働いて いたりし たので あれば、 そ 
れを 償い 許しを 求めるべき です。 

今日の ホトバ を、 ある ハ ディースで 締め 
くくります。 「誰かが、 宗教 上の 兄弟たち に 
対し 精神的 もしくは 財産に 関して 償うべき 状 
態に あるなら、 金銀が もはや 通用し ない 審判 
の 日が 来る 前に 許しを 求めなさい。 そうでな 
ければ、 その 不正の 度合いに 応じて 彼の 善行 
が 減らされ、 それが 償うべき であった 相手に 
与えられる。 善行がなければ、 その 相手の 罪 
が 減らされ、 自分に 与えられる。」 
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